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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月5日(2011.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元表面の光学的特徴付けに対する方法において、
　Ａ）３次元表面を持つ対象を提供するステップと、
　Ｂ）相互接続された表面部分として前記表面の少なくとも一部を３次元マッピングする
ステップであって、特徴付けされるべき各表面部分に対して法線方向が決定される、当該
３次元マッピングするステップと、
　Ｃ）少なくとも１つの光源を、特徴付けされるべき前記表面部分に対して所定の位置に
配置するステップであって、該表面部分の決定された前記法線方向に対する前記光源から
の光の所定の照射角の下で、前記光源が該表面部分に向けられる、当該配置するステップ
と、
　Ｄ）光学的記録手段に向けて前記表面部分により反射された前記光源からの光の前記法
線方向に対する所定の視角の下で、前記表面部分に対して少なくとも１つの前記光学的記
録手段を配置するステップと、
　Ｅ）前記表面部分により反射された前記光源からの光を光学的に記録するステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　ステップＥ）が、複数の所定の照射角及び／又は視角に対して繰り返される、
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記所定の照射角が一定に保たれ、前記視角が変化させられる、
ことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定の視角が一定に保たれ、前記照射角が変化させられる、
ことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
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　前記光学的記録の少なくとも１つの間に、前記視角が、前記法線方向と一致する、
ことを特徴とする、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記視角が０°から４５°まで変化させられることを特徴とする、請求項１ないし５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記照射角が、前記法線方向に対して９０度から８０度の間の角度である、
ことを特徴とする、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップＣ、Ｄ及びＥが、複数の隣接した表面部分に対して繰り返される、
ことを特徴とする、請求項１ないし７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記表面が、多角形表面部分に分割される、
ことを特徴とする、請求項１ないし８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記表面が、三角形表面部分に分割される、
ことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　光学的記録の第１のセットが、異なる照射角及び視角の下で複数回ステップＥ）を繰り
返すことにより収集され、ステップＦ）、すなわち表面部分の第１の結合画像特徴を生じ
る前記表面部分の前記光学的記録の第１のセットの結合が後に続くことを特徴とする、請
求項１ないし１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記表面部分の前記結合画像特徴が、前記対象のデジタル化３次元モデルの対応する表
面部分上に投影される、
ことを特徴とする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップＦ）における前記光学的記録の第１のセットの記録から所定の時間間隔の後に
、光学的記録の第２のセットの記録と、表面部分の第２の結合画像特徴を生じる前記表面
部分の前記光学的記録の第１のセットの結合とを含む後続するステップＧ）が実行される
、
ことを特徴とする、請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップＧの前記時間間隔の間に、前記対象が、処理、好ましくは表面処理を受ける、
ことを特徴とする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ステップＧの後に、前記第１の結合画像特徴を前記第２の結合画像特徴と比較するステ
ップＨが続く、
ことを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記３次元表面が、人間の皮膚である、
ことを特徴とする、請求項１ないし１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　表面の光学的特徴付けに対する装置において、前記装置が、
　所定の場所において所定の向きに対象を保持する対象ホルダと、
　照射角の下で前記対象に光を向ける少なくとも１つの光源と、
　視角の下で前記対象から反射された光を取得する少なくとも１つの光学的記録手段と、
　前記対象、前記光源及び前記光学的記録手段の相互の位置及び向きを変化させる配置手
段と、
　前記光源、前記光学的記録手段及び前記配置手段に接続された制御手段であって、請求
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項１ないし１６のいずれか一項に記載の方法を実行するようにプログラムされた制御手段
と、
を有する装置。
【請求項１８】
　前記装置が、前記光学的記録を見る表示手段を有する、
ことを特徴とする、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　処理装置により実行される場合に、請求項１ないし１６のいずれか一項に記載の方法を
実行するように構成されたコンピュータプログラム。
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